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背景
・スマートモニタリングはスマートシティにおける重要なサービスの１つである．

・屋外でのスマートモニタリングでは交通事故の防⽌に期待されている．
・モニタリングを⾏う3DセンサとしてLIDARセンサが使⽤されている．
・複数のLIDARセンサを⽤いたセンサを使うことでより複雑な3次元データを取得できる．

↓
・3次元データは情報量が⼤きく物体検出に時間がかかる

↓
スマートモニタリングではリアルタイム性が重要

エッジコンピュータ3Dセンサデバイス

無線ネットーク

LIDAR:
Light Detection and Ranging
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提案⼿法

・LIDARから得られた3次元データ(点群データ)を⼀定の⼤きさの空間領域（ボクセル）に区切る．

・ボクセルごとに複数の特徴指標を⽤いて，各ボクセルのごとの特徴を推定する．

・得られた特徴をもとに重要度の⾼いボクセルから順番にサーバに送信する．

・複数の特徴指標を使うことで，細かく特徴を分類できる

・屋外だけではなく屋内でも⽤いることが可能

システム構成
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検証

・特徴指標として点の統計的変化と時間的変化の２種類を⽤いる．
・ボクセルの特徴の分類は動く物体が存在する可能性のある空間と
そうでない空間に分ける．

・事前に研究室で記録した点群データから2種類の特徴をもつ
ボクセルを25個ずつ選び特徴をラベル付けした．

・ラベル付けしたボクセルを⽤いて正解率を検証した．

・正解率は最⾼で88%となった．
・ある程度分類できることが検証できた．

研究室（⿊丸はLIDAR)

正解率

実際の点群データ


